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12
月
13
日
㈭
第
４
回
定
例
道
議
会
が

閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、災
害
対
応
等
の
補
正
予
算
、

「
北
海
道
植
樹
の
日
・
育
樹
の
日
条
例
」、

「
新
た
な
外
国
人
材
受
け
入
れ
の
適
正

な
実
施
と
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

関
す
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
ま
し

た
。
私
は
、
12
月
12
日
の
新
幹
線
・
総

合
交
通
体
系
対
策
特
別
委
員
会
で
新
幹

線
駅
を
核
と
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
対

応
策
検
討
協
議
会
に
つ
い
て
質
疑
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
農
政
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
の
審
査
と
経
過
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
橋
知
事
は
自
身
の
去
就
に
つ
い
て
、

今
定
例
会
の
論
議
で
も
一
切
明
ら
か
に

し
な
い
ま
ま
閉
会
し
ま
し
た
が
、
閉
会

直
後
の
15
日
に
は
参
院
選
へ
の
転
身
の

表
明
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
平
成
31
年
、
平
成
が
幕
を
下
ろ
す
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
の
残
す
任
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
任
期
を
地
域
の
振
興
の
た
め
、
ま
た
次
に
つ
な
げ
る
た
め
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
北
海
道
・
道
南
の
魅
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
、
北
海
道
・
渡
島
が
飛
躍
で
き
る

よ
う
今
年
も
精
一
杯
活
動
し
ま
す
。
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⑴
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笹
　
田
　
　
浩

第
４
回
定
例
会

胆
振
東
部
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対

策
、
そ
の
際
に
露
呈
し
た
本
道
の
ぜ
い

弱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
、
地
域
に
鉄
路

廃
止
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
負
担
を
押

し
つ
け
よ
う
と
す
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
な
ど

の
道
民
が
直
面
す
る
難
問
へ
の
対
応
な

ど
大
き
な
課
題
を
残
し
た
ま
ま
、
知
事

を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
臨

時
国
会
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
拡
大
を
目
的
と
す
る
出
入
国
管
理

法
改
正
、
水
産
関
連
法
制
の
改
正
、
水

道
法
の
改
正
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
承
認

な
ど
国
民
生
活
や
自
治
体
運
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
課
題
を
十
分
な

審
議
抜
き
で
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
は
、
本
道
で
も
一
次

産
業
を
は
じ
め
と
し
て
重
要
な
法
案
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
２
島
返
還
が
急
浮

上
し
た
北
方
領
土
対
策
、
カ
ジ
ノ
誘
致

な
ど
、
し
っ
か
り
と
判
断
し
国
に
意
見

し
提
言
で
き
る
知
事
を
誕
生
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災害に強い北海道を目指して、
今年も精一杯活動します！
災害に強い北海道を目指して、
今年も精一杯活動します！
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下
会
長
か
ら
７
空
港
一
括
委
託
を
好
機
と

と
ら
え
利
用
促
進
を
進
め
た
い
と
提
言
さ

れ
ま
し
た
。
30
日
㈭
は
帯
広
市
の
日
立

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
十
勝
テ

ス
ト
コ
ー
ス
で
自
動
運
転
の
市
場
化
に
向

け
て
の
実
証
実
験
の
現
状
を
視
察
調
査
し

ま
し
た
。あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
が
、

バ
ス
で
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
回
り
実
証
試
験

コ
ー
ス
で
の
目
的
や
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
帯
広
市
内
ホ

テ
ル
で
十
勝
圏
二
次
交
通
活
性
化
推
進
協

議
会
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
、
所
属
す
る
交

通
事
業
者
や
観
光
関
連

組
織
や
自
治
体
か
ら
十

勝
圏
で
の
シ
ー
ム
レ
ス

交
通
政
策
の
取
り
組
み

な
ど
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ

マ
ト
運
輸
北
海
道
支
社

菊
池
誠
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
貨
客
混
載
の
取
組

に
つ
い
て
報
告
を
受
け

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

9
／
3　

Ｊ
Ｒ
路
線
問
題
意
見
交
換

　

９
月
３
日
㈪
午
後
か
ら
立
憲
民
主
党
北

海
道
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
さ
ら
に
北
海
道
庁
に

対
し
て
党
が
ま
と
め
た
提
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
説
明
し
意
見
交
換
さ
せ
て

つ
り
で
は
直
売
所
で
本
マ
グ
ロ
を
購
入
、

先
日
に
松
前
産
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
大
盛
況
で
し
た
。
ま
つ
り
で
は
本
マ

グ
ロ
の
即
売
会
の
他
、
解
体
シ
ョ
ー
、
マ

グ
ロ
寿
司
争
奪
ク
イ
ズ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
近
隣
市
町
か
ら
も
多
数
の
方
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10
／
6　

熊
石
産
業
ま
つ
り

　

10
月
６
日
㈯
に
熊
石
地
域
で
熊
石
産
業

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
で
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
何
と
か
開
催
で
き

ま
し
た
。
来
場
者
も
多
少
少
な
め
で
す
が
、

地
産
地
消
で
農
産
物
な
ど
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
逢
坂
代
議
士
と
共
に
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
た
サ
ケ
鍋
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼

き
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
買
い
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
前
日
の
台
風
で

サ
ケ
定
置
網
が
流
さ
れ
る
被
害
が
あ
り
、

販
売
用
の
サ
ケ
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ゲ
ー

ム
や
ビ
ン
ゴ

の
賞
品
や
サ

ケ
す
く
い
取

り
イ
ベ
ン
ト

な
ど
は
例
年

通
り
実
施
で

き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10
／
11
・
10
／
15
・
10
／
16

ゆ
た
か
な
教
育
全
道
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

10
月
11
日
㈭
、
15
日
㈪
、
16
日
㈫
と
３

日
間
で
渡
島
管
内
、
松
前
町
か
ら
長
万
部

町
の
町
長
さ
ん
、
教
育
長
さ
ん
に
対
し
教

職
員
の
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、
子
ど
も

の
「
貧
困
」・「
教
育
格
差
」
解
消
な
ど
、

8
／
21
〜
8
／
23

農
政
委
員
会
道
内
調
査
（
美
唄
市
、
三
笠
市
、
八
雲
町
）

　

８
月
21
日
㈫
か
ら
23
日
㈭
ま
で
、
農
政

委
員
会
の
道
内
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
先
は
美
唄
市
の
な
か
む
ら
え
ぷ
ろ
ん

倶
楽
部
、大
富
地
区
道
営
農
地
整
備
事
業
、

Ｊ
Ａ
び
ば
い
の
雪
蔵
工
房
、
三
笠
市
の
山

崎
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
八
雲
町
の
新
規
就
農
者

大
林
さ
ん
、
学
林
フ
ァ
ー
ム
、
北
里
大
学

獣
医
学
部
付
属
八
雲
牧
場
で
し
た
。ま
た
、

21
日
に
は
空
知
管
内
首
長
、
農
協
組
合
長

と
、
22
日
に
は
渡
島
管
内
首
長
、
農
協
組

合
長
と
の
意
見
交

換
会
も
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
両

振
興
局
管
内
で
の

意
見
交
換
で
は
後

継
者
や
新
規
就

農
、
労
働
力
確
保

な
ど
の
問
題
が
多

く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

8
／
29
〜
8
／
30

特
別
委
員
会
道
内
調
査
（
大
空
町
、
帯
広
市
）

　

８
月
29
日
㈬
は
女
満
別
空
港
で
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル･

貨
物
ビ
ル
を
視
察
調
査
し
、

女
満
別
空
港
整
備
・
利
用
促
進
協
議
会
と

協
議
会
の
概
要
や
現
状
と
課
題
、
利
用
促

進
の
取
組
な
ど
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
山

い
た
だ
き
ま
し
た
。
党
道
連
で
事
前
打
ち

合
わ
せ
協
議
、
15
時
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
16
時

30
分
北
海
道
庁
で
、
島
田
社
長
以
下
役
職

員
と
窪
田
副
知
事
と
担
当
職
員
に
対
し
て

要
請
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
考
え
方
の
主

な
要
請
内
容
は
、
①
沿
線
自
治
体
の
意
見･

協
議
を
尊
重
し
、
路
線
を
維
持
す
る
。
②

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
維
持
可
能
な
経
営
に
向
け

た
具
体
的
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
。

③
国
鉄
分
割
民
営
化
を
行
っ
た
責
任
と
し

て
、国
は
長
期
的･

抜
本
的
支
援
で
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
債
権

に
資
す
る
。と
し
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は

11
項
目
、
北
海
道

に
は
３
項
目
の
具

体
策
に
つ
い
て
提

案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

9
／
16　

福
島
大
神
宮
祭
と
松
前
町
城
下
マ
グ
ロ
ま
つ
り

　

９
月
16
日
㈰
は
逢
坂
代
議
士
と
共
に
福

島
町
の
福
島
大
神
宮
祭
に
お
邪
魔
し
、
鳴

海
町
長
さ
ん
や
常
磐
井
宮
司
さ
ん
を
表
敬

し
各
町
内
会
の
山
車
を
回
り
ご
挨
拶
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
郷

土
芸
能
「
四
ヶ
散
米
（
し
か
さ
ご
）」
行
列

や
各
町
内
会
の
山
車
が
踊
り
部
隊
を
引
き

連
れ
て
行

列
で
町
内

を
回
り
ま

す
。
松
前

町
に
移
動

し
て
城
下

マ
グ
ロ
ま

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
↓ http://sasada-hiroshi.com

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・
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場
で
は
今
年
も
目
玉
食
材
の
秋
サ
ケ
の
山

漬
け
を
求
め
る
皆
さ
ん
が
行
列
を
な
す
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

ほ
か
に
も
ボ
タ
ン

エ
ビ
や
ホ
タ
テ
、

カ
ニ
や
カ
レ
イ
、

生
サ
ケ
な
ど
の
販

売
の
ほ
か
無
料
で

ふ
る
ま
わ
れ
た
サ

ケ
鍋
や
サ
ケ
つ
か

み
取
り
な
ど
で
会

場
は
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

12
／
5　

農
業
政
策
中
央
要
請

　

12
月
５
日
㈬
は
、
議
会
休
会
日
で
農
政

部
幹
部
職
員
と
農
政
委
員
会
野
原
委
員
長

と
共
に
道
内
選
出
国
会
議
員
、
国
土
交
通

省
、
農
林
水
産
省
関
係
部
局
に
「
国
の
農

業
政
策
に
関
す
る
提
案
」、「
平
成
31
年
度

畜
産
物
価
格
等
酪
農
・
畜
産
政
策
に
関
す

る
提
案
」、「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
に
関
す
る
要
望
」
を
あ
わ
せ
て
実
施

し
ま
し
た
。
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
合
意
な
ど
、
諸
外
国
と
の
経
済
面
で
の

結
び
つ
き
の
強
ま
り
を
受
け
適
切
な
国
際

規
律
を
確
立
し
て

い
た
だ
く
こ
と
や

加
工
原
料
乳
生
産

者
補
給
金
や
肉
用

子
牛
生
産
者
補
給

金
な
ど
要
請
し
、

引
き
続
き
胆
振
東

部
地
震
に
つ
い
て

万
全
な
対
応
を
求

め
て
き
ま
し
た
。

教
育
予
算
の
大
幅
拡
充
を
求
め
、
憲
法
・

教
育
の
自
由
を
守
り
、
ゆ
た
か
な
教
育
の

実
現
を
目
指
す
要
請
書
を
渡
し
な
が
ら
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。
要
請
は
民
主
教
育

を
す
す
め
る
道
民
連
合
、
連
合
北
海
道
、

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
北
教
組

の
４
者
か
ら
の
連
名
で
北
教
組
渡
島
支
部

と
平
出
道
議
と
共
に
活
動
し
ま
し
た
。
各

町
は
そ
れ
ぞ
れ
に
教
育
に
対
し
て
大
き
な

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
、
逆
に
国
や
道
に
対
し
て
更
な
る
理
解

を
求
め
ら
れ
る
場
面
も
多
く
あ
り
、
今
後

の
活
動
に
生
か
し

て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
「
す
べ
て

の
子
ど
も
を
主
人

公
と
し
た
豊
か
な

教
育
の
実
現
」
の

た
め
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10
／
17　

鷲
ノ
木
遺
跡
等
視
察
調
査

　

10
月
17
日
㈬
森
町
教
育
委
員
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
史
跡
鷲
ノ
木
遺
跡
等
の
視

察
調
査
を
会
派
会
長
の
高
橋
亨
道
議
と
平

出
陽
子
道
議
と
と
も
に
実
施
し
ま
し
た
。

鷲
ノ
木
遺
跡
も
北

海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
の
関

連
資
産
に
な
っ
て

お
り
、
７
月
の
文

化
審
議
会
で
こ
の

遺
跡
群
が
平
成
30

年
度
推
薦
候
補
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
と
し
て
も
大

き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
は
千

歳
市
の
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
、
伊
達
市
の
北

黄
金
貝
塚
、
洞
爺
湖
町
の
入
江
貝
塚
と
高

砂
貝
塚
、
函
館
市
の
大
船
遺
跡
と
垣
ノ
島

遺
跡
の
４
市
町
６
箇
所
と
関
連
資
産
と
し

て
の
森
町
鷲
ノ
木
遺
跡
で
す
。
青
森
、
秋

田
、
岩
手
の
３
県
の
９
市
町
11
箇
所
と
あ

わ
せ
て
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
に
つ
い
て

会
派
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10
／
28　
民
主
議
員
ネ
ッ
ト
研
修
会
（
札
幌
）

　

10
月
28
日
㈰
札
幌
市
内
ホ
テ
ル
で
民
主

政
治
を
進
め
る
こ
と
に
結
集
し
て
い
る
民

主
議
員
ネ
ッ
ト
の
秋
季
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
私
が
代
表
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
民
進

党
が
分
裂
し
た
後
も
引
き
続
き
無
所
属
議

員
も
参
加
し
て
継
続
し
て
結
集
し
て
い
る

組
織
で
す
。
今
回
の
研
修
会
は
、
９
月
６

日
の
地
震
災
害
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

政
策
研
究
大
学
院
武
田
文
男
教
授
か
ら

「
防
災
・
危
機
管
理
の
課
題
と
議
員
の
役

割
」、
逢
坂
誠
二
代
議
士
に
よ
る
「
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

２
つ
の
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
初
め
て
の
震
度
７
の
地
震
、

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
と
防
災
や
危

機
管
理
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の

在
り
方
な
ど
今

し
っ
か
り
と
取

り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課

題
の
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

11
／
2　

消
防
職
員
協
議
会
（
松
前
調
査
）

　

11
月
２
日
㈮
福
島
消
防
職
員
協
議
会
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
松
前
町
の
地
域

調
査
の
後
、
出
席
し
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
松
前
町
の
地
域
調
査
で
は

道
管
理
の
２
級
河
川
に
つ
い
て
そ
の
管
理

状
況
や
改
修
状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
し

た
。
松
前
町
内
に
は
及
部
川
、大
松
前
川
、

茂
草
川
、
小
鴨
津
川
、
大
鴨
津
川
の
４
カ

所
の
道
管
理
河
川
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
茂
草
川
を
地
域
の
方
々
と
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
24
回
目
の
消
防
協
定
期
総
会
で
は
活

動
の
方
針
や
予
算
な
ど
が
決
定
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
未
組
織
消
防
職
場
の
解

消
や
未
加
入
者
を
含
め
て
の
組
織
拡
大
は

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災

や
災
害
対
応
、
消
火
や
救
急
な
ど
の
消
防

行
政
の
問
題
は
住
民
の
命
や
財
産
に
直
結

す
る
こ
と
か
ら
、
会
員
か
ら
の
問
題
提
起

は
大
変
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
の
業
務
で
感

じ
た
こ
と
な
ど
を

消
防
当
局
と
話
し

合
い
、
解
決
し
て

い
く
こ
と
で
地
域

の
安
心
安
全
、
住

み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
結
び
付
き
ま

す
。
今
後
も
精
力

的
な
活
動
に
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

11
／
10　

お
と
し
べ
豪
海
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
10
日
㈯
八
雲
町
落
部
漁
協
（
佐
々

木
治
一
組
合
長
）
の
漁
港
特
設
会
場
で
毎

年
恒
例
の
お
と
し
べ
豪
海
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
会
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北
海
道
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笹
　
田
　
　
浩

新春の集い

■主催　ささだ浩連合後援会

北海道議会議員













































連絡先／二海郡八雲町本町84番地　TEL（0137）62－3600

•と　き　2019年2月9日（土）　午後6時
•ところ　はぴあ八雲（八雲町本町１１０－１　TEL６８－２２２８）

•会　費　2,000円　※立食形式

8 月 1 日 徳川慶勝公祭（八雲神社）
8月 3日 八雲町漁協魚貝魂祭、八雲商工会女性部ビアガー

デン
8月 5日 北海道150年記念式典（札幌）
8月 7日 農政委員会
8月 8日 新幹線・総合交通体系対策特別委員会
8月 8日 全道林活議連定期総会（札幌）
8月13日 アイヌ鎮魂の碑参拝（八雲）
8月13日 やるべ福島イカまつり
8月14日 熊石根崎神社例大祭
8月15日 八雲町戦没者追悼式
8月16日 落部漁協海難者供養祭
8月18日 しかべ海と温泉のまつり
8月18日 家畜慰霊祭（八雲）
8月21日～23日 農政委員会道内調査（美唄、三笠、八雲、

阿寒、足寄）
8月25日 ささだ浩ビールパーティ
8月29日～31日 特別委員会道内調査（大空、帯広）
9月 1日 落部漁協　亀塚祭並びに大漁祈願祭
9月 2日 森町食キング市
9月 3日 ＪＲ北海道及び北海道に関する要望（札幌）
9月 3日 農政委員会・ 1週間前議運
9月 4日 自治労道本部政治フォーラム　議連団会議（札幌）
9月 4日 特別委員会
9月 6日 災害随時調査（胆振東部）
9月10日 議会運営委員会、農政委員会、新幹線・総合交通

体系対策特別委員会
9月11日 第 3 回定例会（～10月10日）
9月13日 大漁祈願祭（八雲）
9月15日 落部漁協おみこし海上渡御、熊石敬老会
9月16日 福島大神宮祭、松前まぐろまつり
9月21日 百年記念塔等の学習会（札幌）
9月23日 シャクシャイン法要祭（新ひだか町）
9月24日 函館駐屯地開庁68周年記念
9月24日 立憲民主党北海道第 8区常任幹事会
9月28日 自治労北海道定期大会（札幌）
9月29日 八雲青年会議所創立45周年式典
10月 3 日 全道消防協定期総会（札幌）
10月 6 日 熊石産業まつり
10月 9 日 農政委員会、幌延勉強会、特別委員会
10月10日 ＪＲ路線維持プロジェクトチーム会議

10月14日 ＪＰ労組道南中央支部定期支部大会（八雲）
10月11、15、16日　北教組キャラバン（松前～長万部）
10月17日 鷲ノ木サークル等調査
10月18日 北退教 3ブロック活動交流会（七飯）
10月19日 農政委員会随時調査（むかわ、厚真、安平）
10月19日 立憲民主党パーティ（札幌）
10月20日 立憲民主党第 2回臨時大会（札幌）
10月21日 縄文遺跡群世界遺産登録推進委員会（札幌）
10月23日 立憲トークinはこだて
10月24日 連合北海道第31回年次大会（札幌）
10月26日 全国林野関連労組渡島分会定期大会（八雲）
10月28日 民主議員ネット秋期研修会（札幌）
11月 2 日 福島消防職員協議会定期総会
11月 3 日 全町一日健康の集い（八雲）
11月 4 日 森町食キング市、ＪＣハロウィン（森町）
11月 6 日 農政委員会、自治労議員団会議
11月 7 日 新幹線・総合交通体系対策特別委員会
11月 7 日 甜菜協議会要請（札幌）
11月10日 自治労道南地本定期大会（函館）
11月21日 自治労地方自治研究所定期総会・記念講演会
11月25日 連合北海道渡島地協・函館地区総会
11月26日 前日委員会
11月27日 第4回定例会（～12月13日）
11月27日 日米友好促進北海道議連意見交換会
12月 1 日 自治労道南地本青年部定期大会
12月 1 日 小林前議長叙勲祝賀会
12月 2 日 ＬＣクリスマス家族会（八雲）
12月 3 日 改正漁業法に関する勉強会（札幌）
12月 3 日 国際交流の集い（札幌）
12月 4 日～ 5日 農政部中央要請（東京）
12月 8 日 おおさか誠二後援会忘年会
12月 9 日 第 7 回八雲町社会福祉大会
12月12日 終日委員会
12月13日　第 4回定例会閉会
12月14日 会派中央要請（東京）
12月18日 自治労松前町職員組合定期大会
12月19日 七飯地区連合定期大会
12月20日 八雲地区連合定期総会
12月21日 八雲総合病院　忘年会・クリスマスパーティー
12月22日 立憲民主党地方議員ネットワーク（東京）


